
 

 

令和4年 

食育だより 

 連日、厳しい寒さが続きます。こんな季節だからこそ、温かいものは温かいうちに食べた

いですね。給食センターでも、なるべく温かいまま教室に届けられるように、出来上がりの

タイミングなどを考えて調理しています。教室に届いた後も、みんなで協力して準備を行え

ば「いただきます」をするまでの時間を短くでき、冷めずに食べられるので、給食をよりお

いしくいただくことができます。 
 牛は、牧草、稲わら、米ぬか、大豆を絞った残りなどをえさとして食べます。牧場の人はこれ

らをバラバラにあげるのではなく、混ぜてからあげます。この牛のごはんを、牛たちは 1日に30

～50㎏くらい食べるそうです。 

 

 お母さん牛が出すおっぱいの量は1日におよそ30Lです（こたえ：③）。でも、30Lより 

もっといっぱい出すときもあります。何と50Lも出す牛もいるそうです。 

 

 寒くなると、給食の牛乳の残りが多くなります。冷たくて飲みにくいかもしれませんが、そん

なときは牛乳を出してくれる牛のことを考えてみてください。牛乳には丈夫な骨や歯をつくるカ

ルシウムがたっぷり含まれています。小学 3 年生が給食 1 食分でとっておきたいカルシウムの

量は350㎎です。みんなの牛乳パックの横には1パックあたりに含まれるカルシウム量が印刷

されています。あとでどのくらいカルシウムが入っているかみてくださいね。 

 ただ乳アレルギーなどで牛乳を飲むことができない人もいます。そのときは、代わりに骨まで

食べられる魚、とうふ・厚揚げ・納豆などの大豆製品、海そう、濃い色の野菜などを意識して食

べるようにするといいですね。 

 みんなで協力して準備ができると、教室にワゴンが届いてからおよそ10分で準備ができ

ます。食べる時間を長くとれるように、みんなで工夫をしてみましょう。おうちでも自分が

できることを見つけてお手伝いができるといいですね。 

（毎月19日は食育の日） 鋸南町学校給食センター 

2月号 

机の上は早め

に片づけてね 
 

 

牛乳の話 クイズです！ 
お母さん牛一頭が１日に出すミルクの量は、牛乳パック（２００ｍｌ）で何本くらい

になるでしょう？ 

① １０本分（２リットル）②５０本分（１０リットル）③１５０本分（３０リット

ル） 

おいしく食べよう～ポイントは準備の仕方～ 

 

 

ココア大豆作り方 

 

   

豆まきをして年の数だけ食べて・・・。残ったら福豆で簡単なおかずやおやつは

いかがでしょうか。「大豆のソテー青のりあえ」と「ココア大豆」です。 

＜ココア大豆＞ 

炒り大豆（福豆） 

 ・・・30ｇ 

水・・・・大さじ１ 

砂糖・・小さじ 1/2 

純ココア・・・2ｇ  

 


